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令和 5年度プレジャーボートの放置艇対策の推進に向けた検討会 
（第 1回）を開催します 

～更なる放置艇の削減を目指して～ 
 

国土交通省では、水産庁と合同で、プレジャーボートの放置艇の削減に向けた取り組みを進

めています。放置艇は、景観の悪化、船舶の航行障害、洪水・高潮・津波等の自然災害時の船

舶の流出による被害などをもたらすものであり、「令和 4年度プレジャーボート全国実態調

査」の結果によると、依然として、約 5.6 万隻の放置艇が存在することが分かっており、引き

続き対策の検討が必要となっています。 

そのため、令和 5 年度に有識者や行政関係者からなる「プレジャーボートの放置艇対策の推

進に向けた検討会」を複数回開催し、今後の放置艇対策に関する方針を検討する予定としてお

り、令和 5 年 9月 4 日に第 1 回検討会を開催致します。 

 
記 

 

１．日  時 ： 令和 5年 9 月 4日（月） 15:30～17:30 

２．場  所 ：  経済産業省別館 310 各省庁共用会議室 

３．議事内容 ： 放置艇対策の現状と課題認識などについて 

４．出席者  ：  別紙のとおり 

５．そ の 他 ： 

■ 第 1 回検討会は、会議全体を通してカメラ撮りが可能です。撮影を希望される報道関係者は 9  

月 1 日(金)17 時までに、以下の電話番号にご連絡下さい。 

なお、当日は、15:00 までにお集まりください。 

※案内係がご案内致します。 

連絡先（国土交通省 港湾局 海洋・環境課 釘田、末廣）：03-5253-8685 
 
 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

＜問い合わせ先＞ 

国土交通省 港湾局 海洋・環境課  釘田、末廣 

TEL:03-5253-8111(内線 46674，46673) (直通)03-5253-8685 

 

無秩序な係留 津波による背後地への流出 

【放置艇がもたらす問題の例】 【放置艇対策の例】 

係留施設の整備 放置等禁止区域の指定 



別紙 
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